
 
資料３ 

 
 

加入者を特定するための鍵となる情報の選択肢の比較について（作業班検討メモ） 

 案１：制度共通の 

統一的な番号 
案２：カードの識別子 

案３：各制度の現在の 

被保険者番号 

案３－２：各制度内で

不変的な番号
案４：基本４情報 

メリット 

 

○住所・氏名の変更、保険

者の異動があった場合

でも、個人を特定しやす

く、また、ＩＣチップの

情報を書き換える必要

がない。 

 

○番号を本人も識別でき

る形とした場合、オフラ

イン時でもこの番号で

資格確認等を行うこと

ができるようにするこ

とが可能。 

 

 

○住所・氏名の変更、保険者

の異動があった場合でも、

個人を特定しやすく、ま

た、ＩＣチップの情報を書

き換える必要がない。 

 

○個人ではなくカードに付

いているものなので、案１

に比べると個人情報に関

する懸念は小さいのでは

ないか。 

 

○識別子を本人も識別でき

る形とした場合、オフライ

ン時でもこの識別子で資

格確認等を行うことがで

きるようにすることが可

能。 

 

○現行制度を変更するもの

ではないので、いわゆる国

民総背番号制や番号によ

る個人情報のマッチング

が行われるとの懸念は、案

１と比べると小さいので

はないか。 

 

 

○年金、医療、介護の各の

制度内だけで使われる番

号なので、案１と比べる

と社会的受容性は高いの

ではないか。 

 

○医療保険、介護保険にお

いては、保険者を変わっ

ても、この番号で個人を

特定することができる。

 

 

○「番号」を用いないこと

から、いわゆる国民総背

番号制や番号による個人

情報のマッチングが行わ

れるとの懸念は、案１と

比べると小さいのではな

いか。 

 

課題 

○いわゆる国民総背番号

制や番号による個人情

報のマッチングが行わ

れるとの懸念が生じう

る。 

 

○新たな番号付番・管理の

仕組みを構築する必要

がある。 

 

○個人情報保護の観点か

らは、番号の目的外利用

を禁止する等の措置が

必要と考えられる。 

○カードが変わる度に識別

子も変わるので、資格情報

を関連付けする機会が案

１よりも多い。 

 

○カードの識別子の管理を

統一的に行う仕組みが必

要。 

 

○個人情報保護の観点から

は、識別子の目的外利用を

禁止する等の措置が必要

と考えられる。 

 

 

○被保険者番号が変わる度

に、カードの IC チップ内

情報の書き換えなどが必

要。 

 

○将来、サービス追加時に新

たな番号等をカードのＩ

Ｃチップに書き込む必要

が生じる。 

 

○全ての医療保険者や介護

保険者のシステム改修が

必要となる。 

 

○将来、サービス追加時に

新たな番号等をカードの

ＩＣチップに書き込む必

要が生じる。 

 

○新たな番号については、

個人情報保護の観点から

は、番号の目的外利用を

禁止する等の措置が必要

と考えられる。 

 

○４情報が一致する他人が

存在する可能性がある。 

 

○外字の扱いが異なるシス

テム間で、同一人物でも

一致しない場合がある。 

 

○住所異動、氏名変更の度

に、カードのＩＣチップ

の書き換えや資格情報の

関係付けが必要。 

 


